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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
共
通
テ
ス
ト
は
生
徒
の
居

住
地
域
で
受
験
で
き
る
た

め
、 

共
通
テ
ス
ト
の
み
で
合

否
判
定
す
る
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
試
を
受

験
す
れ
ば
、
受
験
の

た
め
に
長
距
離
を
移

動
せ
ず
に
す
み
、 

新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染

リ
ス
ク
を
大
幅
に

軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

ま
た
、

交
通
費
や
宿
泊
費

な
ど
、
受
験
に
伴

う
出
費
も
大
幅
に

削
減
で
き
る
の
で
、

今
回
の
措
置
を
決
め

た
。

　
な
お
、 

本
学
の
入

試
（
前
期
・
中
期
）

に
は
出
願
タ
イ
プ
が

２
つ
あ
り
、 

こ
れ
ら

を
併
願
す
る
場
合
の

併
願
料（
５
千
円
）は

免
除
の
対
象
外
と
な

る

上
の
表
参
照
。

ニュースガイド
２面　初開催ＡＷＳロボコンに優勝

／加藤所長３連続で基盤研究

(Ｓ)採択の快挙／乙津さん科

学写真最優秀賞／障がい者の

靴、最優秀賞

３面　館山市とも連携協定／リュウ

グウ誕生過程見えた／区長の

業務軽減アプリ／コロナ禍寄

付金が多数／いすみ市から地

元米／実験動物慰霊祭

４面　本学で科学者育成プログラム

／みねおか夏のＷＳ開く／新

任紹介

　 入学検定料    ●大学入学共通テスト利用入学試験（前期・中期）

出願タイプ 今回措置による検定料 従来の検定料

タイプⅠまたはタイプⅡのどちら
か1つを出願

免除（無料） ← 15,000円

タイプⅠとタイプⅡの両方を出願 5,000円 ← 15,000円＋5,000円

                   ●大学入学共通テスト利用入学試験（後期）

出願タイプ 今回措置による検定料 従来の検定料

タイプの選択はありません 免除（無料） ← 15,000円

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
景
気
へ
の

影
響
は
続
い
て
お
り
、
家
庭

の
経
済
的
負
担
が
増
し
て
い

る
。
今
年
度
は
入
試
改
革
も

伴
い
、
受
験
生
は
心
理
的
な

負
担
も
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、
他
大
学
に
先

駆
け
、
後
期
授
業
か
ら
全
学

科
の
対
面
授
業
を
開
始
。
安

心
・
安
全
な
学
習
環
境
の
整

備
を
進
め
る
な
ど
在
学
生
向

け
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

一
方
で
、
受
験
を
迎
え
る
生

徒
の
た
め
に
、
今
年
度
だ
け

の
特
例
措
置
と
し
て
、
共
通

テ
ス
ト
利
用
の
受
験
に
つ
い

て
、
入
学
検
定
料
の
免
除
で

支
援
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
学
、検
定
料
を
免
除

コ
ロ
ナ
禍
、受
験
生
支
援

　令
和
３
年
度
分

共通テスト
利用入試

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
国
内
外
の
経
済
が
悪
化
す
る
中
、
本
学
は
受
験
生
へ
の
支

援
策
と
し
て
、 

令
和
３
年
度
に
限
り
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験＜

前
期
・
中
期
・

後
期

詳
細
は
下
表＞

の
検
定
料
（
通
常
１
万
５
千
円
）
を
免
除
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

本
学
は
、
在
籍
学
生
約
１
万

人
の
希
望
者
と
教
職
員
に
唾

液
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
簡
易
版
）

を
始
め
た
。

　
前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心

で
授
業
。
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
か
ら
は
一
部
対
面
授
業

を
取
り
入
れ
た
。
９
月
28
日

開
始
の
後
期
授
業
で
は
、
学

生
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
整
え
た

う
え
で
、
全
学
科
で
対
面
授

業
を
再
開
し
た
。

　
し
か
し
、
後
期
は
前
期
よ

り
も
格
段
に
授
業
数
が
増
え

る
た
め
、
い
ち
早
く
学
内
で

の
感
染
拡
大
を
防
ご
う
と
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
導
入
を
決
定
し

た
。
同
時
に
、
学
生
、
教
職

員
の
早
期
治
療
な
ど
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
検
査
費
は
全
て
大
学
が
負

担
す
る
。
検
査
を
し
て
い
な

く
て
も
対
面
授
業
は
受
け
ら

れ
、
学
内
で
の
活
動
は
制
限

さ
れ
な
い
。

　
後
期
授
業
開
始
前
、
す
で

に
集
団
生
活
し
て
い
る
寮
生

約
４
９
２
人
に
同
検
査
が
実

施
さ
れ
た
が
、
10
月
15
日
現

在
、
陽
性
者
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
開
始

学
生
・
教
職
員
　約
１
万
人
に
無
料
で

　
▼
唾
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査(

遺
伝
子
検
査)

は
、
次
の

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
会
社

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
セ
ン
タ
ー
㈱
（
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
協
力
で
検
査
を
低
価
格
・
高
頻
度
で
提
供
す
る
た
め
設

立
し
た
子
会
社
）
▽
キ
ッ
ト

ウ
イ
ル
ス
不
活
化
キ
ッ
ト

（
唾
液
採
取
）
Ｚ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｎ
社
製
▽
検
査
薬

公
的
医

療
保
険
適
用
対
象
品
　
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
製

願書受付期間 2020年12月22日（火）～2021年1月15日（金）［消印有効］

試験日

2021年1月16日（土）・17日（日）大学入学共通テスト　第1日程

2021年1月30日（土）・31日（日）大学入学共通テスト　第2日程

［本学個別試験なし］
合格発表日 2021年2月10日（水）

▶　 令和3年度大学入学共通テストの成績と出身高等学校もしくは中等教育学校

等の調査書（出願資格を証明する書類）を総合して合否判定。

▶　タイプⅠとタイプⅡの2種類の採点方式

　 　「タイプＩ」と「タイプⅡ」を選択して出願することも、「タイプⅠ」と「タイプ

Ⅱ」の両方を出願することも可能。「タイプⅠ」と「タイプⅡ」の両方を出願する場

合は併願料5,000円が必要。

学部

教科・科目・配点（各科目200点満点に換算）

タイプⅠ：高得点教科採用型
タイプⅡ： 数学・理科

　　　　　加重配点型
工学部・創造工

学部・先進工学

部・情報科学部

高得点3教科3科目を合否判定に採用 

（1科目200点で計600点満点）

数学または理科の高得点科

目×2.0＋その他の高得点2

教科2科目で計800点満点

社会システム

科学部

高得点2教科2科目を合否判定に採用 

（1科目200点で計400点満点）

数学または理科の高得点科

目×2.0＋その他の高得点1

教科 1科目で計600点満点

＜中期＞

願書受付期間 2021年2月4日（木）～2021年2月16日（火）［消印有効］

試験日

2021年1月16日（土）・17日（日）大学入学共通テスト　第1日程

2021年1月30日（土）・31日（日）大学入学共通テスト　第2日程

［本学個別試験なし］
合格発表日 2021年2月22日（月）

▶　 令和3年度大学入学共通テストの成績と出身高等学校もしくは中等教育学校

等の調査書（出願資格を証明する書類）を総合して合否判定。

▶　タイプⅠとタイプⅡの2種類の採点方式

　 　「タイプＩ」と「タイプⅡ」を選択して出願することも、「タイプⅠ」と「タイプⅡ」

学部
教科・科目・配点（各科目200点満点に換算）

タイプⅠ：高得点教科採用型 タイプⅡ：4教科方式

全学部

数学または理科の高得点1科目

＋外国語または国語の高得点1

科目の合計2教科2科目を合否

判定に採用（1科目200点で計

400点満点）

数学・理科・外国語・国語・地理歴

史・公民の6教科から高得点4教科

4科目を合否判定に採用（1科目

200点で計800点満点）

※ 外国語・国語・地理歴史・公

民の組み合わせは不可

＜後期＞

願書受付期間 2021年2月19日（金）～2021年3月4日（木）［消印有効］

試験日

2021年1月16日（土）・17日（日）大学入学共通テスト　第1日程

2021年1月30日（土）・31日（日）大学入学共通テスト　第2日程

［本学個別試験なし］
合格発表日 2021年3月9日（火）

▶　 令和3年度大学入学共通テストの成績と出身高等学校もしくは中等教育学校

等の調査書（出願資格を証明する書類）を総合して合否判定。

学部 教科・科目・配点（各科目200点満点に換算）
工学部・創造工学部・先

進工学部・情報科学部

大学入学共通テストの数学を含む高得点2科目を合否判

定に採用（1科目200点で400点満点）

社会システム科学部
大学入学共通テストの高得点2科目を合否判定に採用

（1科目200点で400点満点）

の両方を出願することも可能。「タイプⅠ」と「タイプⅡ」の両方を出願する場合は併

願料5,000円が必要。

後
期
授
業
の
様
子

先
端
材
料

工
学
科
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

２
で
は
２
教
室
に
分
け
て
実

施
。
座
席
は
半
分
に
間
引
い
て

互
い
違
い
に
座
り
、
マ
ス
ク
と

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
付
け
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/

2020
10.15
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け
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「AWS

　Robot

　Delivery

　

Challenge

」

ア
マ
ゾ
ン

・
ウ
ェ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ

パ
ン
（AWS

）
主
催

が
９

月
15
日
、
国
内
で
初
開
催
さ

れ
、
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
の
池
邉
龍
宏
さ
ん
、
渡
部

蒼
也
さ
ん
、
高
橋
秀
太
さ

ん
、
高
見
俊
介
さ
ん
の
３
年

生
４
人
（
い
ず
れ
も
上
田
隆

一
研
究
室
）
の
チ
ー
ム
が
優

勝
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
急
き
ょ
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
、

全
国
か
ら
１
１
８
チ
ー
ム
が

応
募
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

（
模
擬
運
転
装
置
）
で
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
が

９
月
15
日
の
本
戦
に
進
出
し

た
。
関
西
大
、
慶
應
大
、
豊

田
工
業
高
専
、
宮
崎
大
に
続

き
、
本
学
が
最
後
の
上
位
５

チ
ー
ム
目
と
し
て
決
勝
へ
。

　
予
選
で
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
環
境
で
の
理
論
値
が
勝
負

だ
っ
た
が
、
決
勝
戦
は
実
世

界
の
環
境
で
走
ら
せ
機
能
で

き
る
か
の
、
一
発
勝
負
の
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
。
本
学
チ

ー
ム
は
終
始
最
短
経
路
を
選

ん
で
走
り
、
予
選
５
位
か
ら

見
事
、
逆
転
優
勝
し
た
。

　
大
会
は
、
自
律
移
動
の
小

型
配
達
ロ
ボ
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
街
路
を
走
り
、
４
個
の
荷

物
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
場
所
に

運
び
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻

る
ま
で
の
時
間
を
競
っ
た
。

　
使
用
ロ
ボ
は
各
チ
ー
ム

共
通
で
「TURTLEBOT

3

・

Burger

」（
タ
ー
ト
ル
ボ
ッ

ト
ス
リ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
）
と

い
う
機
種
。
遠
隔
操
作
と
Ａ

Ｉ
に
よ
る
地
図
作
成
や
位
置

把
握
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
ア
プ

リ
が
用
意
さ
れ
、
こ
れ
を
基

に
各
チ
ー
ム
は
独
自
の
遠
隔

操
作
ツ
ー
ル
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
実

装
し
て
優
劣
を
競
っ
た
。

　
コ
ー
ス
に
は
、
予
想
通
り

に
い
か
な
い
よ
う
、
電
柱
や

路
肩
の
違
法
駐
車
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
障
害
物
が
チ
ー
ム
ご
と

に
当
日
、
配
置
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
実
世
界
で
走
行
す

る
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
は

直
進
し
た
つ
も
り
で
も
、
や

や
曲
が
っ
て
走
っ
た
り
、
タ

イ
ヤ
が
空
転
し
た
り
。
障
害

物
を
い
か
に
回
避
し
て
走
り

不
具
合
を
ど
う
補
正
す
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
池
邉
さ
ん
ら
は
「（
上
田

研
で
）
日
々
自
律
ロ
ボ
ッ
ト

に
つ
い
て
考
え
、
実
験
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
優
勝

と
い
う
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま

し
た
」
と
喜
び
を
語
り
、

「
常
に
意
識
し
て
い
た
の

は
、
大
会
で
最
短
を
出
す
た

め
の
経
路
生
成
と
障
害
物
回

避
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
環
境

　
下
肢
障
が
い
者
用
に
お
し

ゃ
れ
な
靴
を
チ
ー
ム
制
で
提

案
す
る
「2020  New Stand

ard Shoes Project

」（
㈱

ア
シ
ッ
ク
ス
、
東
京
靴
研
が

サ
ポ
ー
ト
）
は
中
学
生
・
大

学
生
が
参
加
し
９
月
２
〜
８

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

最
終
プ
レ
ゼ
ン
・
投
票
の
結

果
、
本
学
デ
ザ
イ
ン
科
学
科

の
佐
藤
弘
喜
研
究
室
が
提
案

し
た
「easy

&
fit

」
が
最

優
秀
賞
と
ア
シ
ッ
ク
ス
賞
、

「ETo 
boots

」
が
ソ
ラ
イ

ロ
フ
ッ
ト
賞
を
獲
得
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
靴
関
連

会
社
の
ほ
か
、
社
会
で
活
躍

す
る
障
が
い
当
事
者
、
医
療

従
事
者
ら
が
審
査
に
参
加
。

１
次
審
査
を
経
て
７
チ
ー
ム

が
最
終
審
査
に
進
ん
だ
。

　
■easy&

fit

　
履
き
や

す
く
足
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
短
靴
で
、
佐
藤

海
斗
さ
ん
（
デ
ザ
イ
ン
科
学

科
４
年
）
が
デ
ザ
イ
ン
。
コ

ー
ド
ス
ト
ッ
パ
ー
を
使
っ
て

い
る
の
が
特
長
で
、
片
手
で

も
履
け
、
履
き
口
を
広
げ
た

り
狭
く
し
て
サ
イ
ズ
調
整
が

可
能
。「
機
能
性
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
性
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
素
晴

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
」
と
称
賛

さ
れ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
下
肢
装
具

を
付
け
る
分
、
靴
底
を
低
く

し
た
り
ソ
ー
ル
を
フ
ラ
ッ
ト

に
し
た
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
変
で

し
た
。
障
が
い
の
方
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
直
接
意
見
を
聞

い
て
作
る
の
は
初
め
て
で
、

よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
受
賞
を
喜
ん
だ
。

　
■ETo 

boots

　〝
体
験

を
一
緒
に
す
る
ブ
ー
ツ
〞
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
木
村
颯そ

う

汰た

さ
ん（
同
科
４
年
）が
考
案
。

膝
下
全
体
を
下
肢
装
具
ご
と

包
み
込
む
よ
う
に
履
け
る
。

伝
統
の
着
物
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
「
女
性
用
ブ
ー
ツ
を
男

性
が
デ
ザ
イ
ン
し
な
が
ら
細

部
ま
で
配
慮
さ
れ
、
履
く
際

の
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
か
り
で

き
て
い
る
」と
評
価
さ
れ
た
。

　
大
勢
に
リ
サ
ー
チ
し
た
と

い
い
、
木
村
さ
ん
は

「
下
肢
装
具
は
全
く

知
ら
な
い
世
界
で
し

た
が
、
新
た
な
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」と
語
っ
た
。

　
他
の
５
賞
は
、
デ

ザ
イ
ン
系
に
力
を
入

れ
る
中
高
一
貫
校
の

埼
玉
県
立
伊
奈
学
園

中
学
の
１
、
３
年
生

チ
ー
ム
が
受
賞
し

た
。

障
が
い
者
の
靴
、最
優
秀
賞

■
　デ
ザ
イ
ン
・
佐
藤
研
チ
ー
ム

オンラインによるプレゼンの様子

▶
　easy

&
fit

▶
　ETo boots

　
自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
で
自

動
運
転
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
技
術
を
競
う
学
生
向

初開催ＡＷＳロボコンに優勝
■　自律走行　ＡＩ駆使　未ロボの４人チーム

で
ひ
た
す
ら
検
証
と
コ
ー
ド

修
正
を
重
ね
ま
し
た
」
と
ブ

レ
修
正
の
難
し
さ
を
語
っ
て

い
た
。

　
自
律
移
動
ロ
ボ
は
自
動
運

転
車
や
掃
除
ロ
ボ
、
物
流
倉

庫
な
ど
の
搬
送
用
ロ
ボ
な
ど

と
続
々
、
実
生
活
に
広
が
っ

て
お
り
、
来
夏
開
催
予
定
の

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
警
備
ロ
ボ
開
発
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
底
鉱
物
資
源
〝
レ
ア
ア

ー
ス
泥
〞
の
探
査
な
ど
に
取

り
組
む
加
藤
泰
浩
・
次
世
代

海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
）
所
長

写
真

の
研
究
「
地
球
環
境

変
動
・
資
源
生
成
の
真
に
革

新
的
な
統
合
理
論
の
創
成
」

が
９
月
１
日
、
日
本
学
術
振

興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金

「
基
盤
研
究（
Ｓ
）」
に
採
択

さ
れ
た
。
加
藤
所
長
の
研
究

の
同
様
採
択
は
２
０
１
０

年
、
15
年
に
続
い
て
３
回

目
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　
基
盤
研
究（
Ｓ
）
は
独
創

的
、
先
駆
的
な
研
究
が
さ
ら

に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
研
究

費
申
請
額
は
５
千
万
円
以
上

２
億
円
以
下
と
大
規
模
。
期

間
は
原
則
５
年
。

　
今
回
採
択
さ
れ
た
研
究

「
地
球
環
境
変
動
…
…
」

は
、
加
藤
所
長
を
代
表
に
、

直
接
経
費
１
億
５
６
９
０
万

円
。
次
世
代
海
洋
資
源
研
の

チ
ー
ム
が
開
発
し
た
「
化
学

層
序
プ
ロ
ー
ブ
」
を
用
い

て
、
レ
ア
ア
ー
ス
泥
を
含
む

遠
洋
性
粘
土
を
網
羅
的
に
解

析
。
表
層
環
境
変
動
や
資
源

生
成
な
ど
、
地
球
上
で
起
こ

る
諸
現
象
を
グ
ロ
ー
バ
ル
物

質
の
循
環
と
い
う
俯
瞰
的
観

点
か
ら
統
一
的
に
説
明
す
る

新
理
論
を
目
指
す
。

　
２
０
１
０
年
の
１
回
目
の

基
盤
研
究（
Ｓ
）は
「
画
期
的

な
海
底
鉱
物
資
源
と
し
て
の

含
金
属
堆
積
物
の
包
括
的
研

究
」。
こ
れ
に
よ
り
新
し
い

海
底
資
源
・
レ
ア
ア
ー
ス
泥

を
発
見
。
特
に
日
本
の
排
他

的
経
済
水
域
内
で
の
世
界
最

高
品
位
の
レ
ア
ア
ー
ス
泥
の

発
見
は
、
国
の
資
源
政
策
に

影
響
を
与
え
た
。

　
こ
の
成
果
を
受
け
15
年
に

採
択
さ
れ
た
「
海
の
鉱
物
資

源
の
科
学
と
工
学
の
新
展

開
」
で
は
、
本
学
に
高
分
解

能
マ
ル
チ
コ
レ
ク
タ
ー
Ｉ
Ｃ

Ｐ
質
量
分
析
装
置
（
Ｍ
Ｃ-

Ｉ
Ｃ
Ｐ-

Ｍ
Ｓ
）
を
設
置
し

運
用
。
こ
れ
ま
で
に
レ
ア
ア

ー
ス
泥
の
生
成
や
海
底
火
山

の
成
因
に
迫
る
高
精
度
な
分

析
結
果
が
多
数
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
地
球
学
研
究
セ
ン
タ

ー
と
の
共
同
研
究
に
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
採
択
研
究
で
も
、

表
面
電
離
型
質
量
分
析
装
置

（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
を
設
置
予
定

で
、
国
内
有
数
の
地
球
化
学

研
究
拠
点
と
し
て
研
究
の
進

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

基
盤
研
究（
Ｓ
）
３
連
続
で
採
択
の
快
挙

■
　加
藤
・
次
世
代
海
洋
資
源
研
所
長

　
応
用
物
理
学
会
が
募
集
す

る
科
学
写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト

第
16
回
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｐ
フ
ォ
ト

＆
イ
ラ
ス
ト 

コ
ン
テ
ス
ト

（Science As Art

・
９
月
８

〜
11
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
）で
、乙お

津つ

和か
ず

希き

さ
ん
（
機
械
サ
イ

エ
ン
ス
専
攻
博
士

前
期
２
年
、
菅
洋

志
研
究
室
）が
菅
准
教
授
、産

業
技
術
総
合
研
究
所
の
内
藤

泰
久
、
角
谷
透
の
両
研
究
員

ら
と
応
募
し
た
「
白
金
膜
の

不
思
議
な
渦
巻
」

写
真

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
９
月

28
日
結
果
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
菅
研
究
室
と
産
総
研
で
取

り
組
む
高
耐
久
不
揮
発
性
メ

モ
リ
ー
の
新
し
い
形
成
手
法

を
研
究
す
る
際
に
偶
然
、
白

金
蒸
着
膜
上
に
現
れ
た
〝
作

品
〞
で
、
真
円
度
の
高
い
直

径
約
１
０
０
㍃
㍍
の
渦
巻
構

造
は
美
し
い
文
様
の
よ
う
。

　
二
酸
化
ケ
イ
素
（
シ
リ

カ
）
上
に
チ
タ
ン
、 

モ
リ
ブ

デ
ン
、 

チ
タ
ン
、
白
金
の
順

に
均
一
成
膜
し
た
基
板
に
、

有
機
膜
材
料
を
塗
布
、
は
く

離
し
た
後
の
サ
ン
プ
ル
を
撮

影
し
た
。
平
ら
な
部
分
が
白

金
膜
表
面
で
、
黒
線
部
分
は

白
金
が
し
わ
に
な
り
盛
り
上

が
っ
た
も
の
と
い
う
。

　「
不
思
議
な
自
然
の
い
た

ず
ら
。
再
現
性
も
あ
り
ま

す
」
と
乙
津
さ
ん
。
学
会
参

加
者
が
投
票
す
る
最
も
優
れ

た
作
品
に
選
ば
れ
た
。

　
乙
津
さ
ん
は
「
サ
ン
プ
ル

作
り
で
う
ま
く
条
件
が
出
せ

偶
然

生
ま
れ
た
文
様

■
　乙
津
さ
ん

科
学
写
真
最
優
秀
賞

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
条

件
を
試
行
錯
誤
し
て
い
た
中

で
見
つ
け
ま
し
た
。
サ
ン
プ

ル
作
り
の
苦
労
が
報
わ
れ
、

う
れ
し
い
で
す
。
菅
先
生
や

産
総
研
の
皆
さ
ん
、
研
究
室

の
仲
間
に
感
謝
し
た
い
」。

　
菅
准
教
授
は
「
研
究
に
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
乙
津
君
だ

か
ら
で
き
た
発
見
。
そ
れ
を

見
逃
さ
な
か
っ
た
好
奇
心
に

も
脱
帽
で
す
。
こ
の
よ
う
な

精
密
な
マ
イ
ク
ロ
構
造
が
自

然
に
で
き
上
が
っ
た
こ
と
は

驚
き
で
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

自
己
組
織
化
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
注
目
さ
れ
、
今
後

の
科
学
や
工
学
の
発
展
に
は

欠
か
せ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
現
象
を
理

学
的
に
解
き
明
か
し
、
工
学

的
に
利
用
す
る
試
み
を
学
生

と
と
も
に
追
究
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

乙津さん

シミュレーター上の街路を走行
　　　(写真は「ロボスタ」提供)

池邉さん

渡部さん
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
本
学
は
こ
れ
ま
で
に
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
発
熱

者
検
知
サ
ー
マ
ル
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
消
毒
剤
の
設
置
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
各
種
の
感

染
拡
大
防
止
策
を
徹
底
。
ま

た
、
２
万
円
分
の
食
券
配
布

な
ど
で
学
生
を
支
援
し
た
。

後
期
授
業
か
ら
は
全
学
科
が

対
面
授
業
を
再
開
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
も
併
用
し
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
授
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　
先
を
見
通
せ
な
い
状
況
が

続
く
が
、
本
学
は
こ
れ
ら
寄

付
金
を
学
生
支
援
や
今
後
の

対
策
に
有
効
に
活
用
し
て
い

く
予
定
。
教
職
員
の
自
主
募

金
活
動
も
続
け
て
い
く
。

た
産
官
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
30
時
間
の
履
修
科
目

に
組
み
込
ま
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が

制
限
さ
れ
る
中
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
現
場
担
当
者
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
ア
イ
デ
ア
提
案
、
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
制
作
、
発
表
会
形

式
の
活
動
報
告
な
ど
、
す
べ

て
の
工
程
を
履
修
時
間
の
枠

内
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
行
。

市
職
員
や
各
団
体
関
係
者
、

学
生
同
士
で
さ
え
一
度
も
顔

を
合
わ
せ
ず
に
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

活
動
は
南
房
総
安
房
地
域
の

日
刊
「
房
日
新
聞
」
１
面
に

掲
載
さ
れ
た
。

　
学
生
の
１
人
・
櫻
井
さ
ん

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

３
年
）
は
「
い
ま
、
日
本
で

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
中
で
の
ア
プ
リ
作
成
で
、

大
規
模
な
都
内
の
区
と
違

い
、
本
学
と
連
携
し
て
い
る

小
さ
な
南
房
総
市
で
行
う
こ

と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
や

ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
の

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

ほ
し
い
」。

　
他
の
学
生
も
「
個
人
的
に

大
き
く
成
長
で
き
ま
し
た
」

「
実
際
に
自
分
た
ち
が
シ
ス

テ
ム
を
提
供
す
る
相
手
が
い

る
と
い
う
状
況
で
の
開
発

は
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　
地
域
連
携
協
定
を
交
わ
し

た
南
房
総
市
と
本
学
を
結
び

９
月
23
日
、「
地
域
課
題
解

決
の
た
め
の
ア
プ
リ
・
シ
ス

テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
最
終
報
告
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
で
開
か
れ
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
・
中
川
泰

宏
助
教
の
指
導
の
も
と
に
開

発
さ
れ
た
「
区
長
さ
ん
お
助

け
ア
プ
リ
」

写
真
右
下

が
発
表
さ
れ
た
。

　
行
政
連
絡
員
と
し
て
活
動

す
る
区
長
の
業
務
負
担
を
軽

減
す
る
も
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
ア
プ
リ
を
運
用
し
て
移

動
の
手
間
を
省
き
、
申
請
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。
導
入
コ
ス
ト
も
試
算

し
、
嶋
田
守
副
市
長
や
市
職

員
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。

　
報
告
会
に
は
中
川
助
教
と

知
能
メ
デ
ィ
ア
、
情
報
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
各
科
か

ら
関
純
香
さ
ん
、
井
出
圭
祐

さ
ん
、
土
井
敦
也
さ
ん
、

黒
馬
裕
貴
さ

ん
、
櫻
井
拓
海

さ
ん
、
筒
井
か

れ
ん
さ
ん
ら
６

人
が
参
加
。
さ

ら
に
協
力
企
業

の
４
人
が
加
わ

り
、
市
役
所
大

会
議
室
で
副
市
長
を
含
む
市

職
員
30
人
が
ス
ク
リ
ー
ン
を

囲
む
形
で
開
か
れ
た
。

　
今
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
中

川
助
教
が
主
導
。
㈱
富
士
通

パ
ブ
リ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
、
㈱
ト
ー
タ
ル
オ
ー
エ

ー
シ
ス
テ
ム
ズ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ト
ー
ジ
バ
の
協
力
を
受
け

　
本
学
は
10
月
２
日
、
館
山

市
（
金
丸
謙
一
市
長
）
と

「
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
た
。
県
内

自
治
体
と
の
同
様
の
協
定
は

今
回
で
16
番
目
。

　
連
携
内
容
は
▽
ま
ち
づ
く

り
▽
地
域
経
済
活
性
化
▽
教

育
、
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
▽
人
材
育
成
▽
情
報

通
信
技
術
の
活
用
▽
災
害
対

策
｜
｜
な
ど
。
特
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

　
金
丸
市
長
は
「
最
先
端
の

研
究
成
果
の
あ
る
大
学
と
連

携
で
き
る
の
は
あ
り
が
た

い
。
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
に

生
か
せ
る
よ
う
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

瀬
戸
熊
修
理
事
長
は
「
地
域

共
生
で
、
地
元
の
自
治
体
に

ぜ
ひ
大
学
の
知
財
を
使
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
応
え
た
。

　
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
２
」
が
取
得
し
た
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
い
た
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

と
千
葉
工
大
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
加
６
大
学
は
９
月
22

日
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
表
面
に
、

他
と
は
異
な
る
明
る
い
岩
塊

を
発
見
し
た
と
発
表
し
た
。

「
Ｓ
型
」
小
惑
星
に
由
来
す

る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

リ
ュ
ウ
グ
ウ
は
大
き
な
母

天
体
が
衝
突
破
壊
さ
れ
た
の

ち
、
破
片
の
再
集
積
過
程
を

経
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
母
天
体
と
は
異
な

る
物
質
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

で
、
衝
突
過
程
や
相
手
の
正

体
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
成

果
は
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー

・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
電
子
版

に
同
日
付
で
掲
載
さ
れ
た
。

　
光
学
航
法
カ
メ
ラ
（
Ｏ
Ｎ

Ｃ
）
と
近
赤
外
分
光
計
（
Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ｓ
３
）
が
低
高
度
運
用

の
際
に
取
得
し
た
高
解
像
度

の
デ
ー
タ
の
詳
細
な
解
析
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
か
ら
、
リ
ュ
ウ

グ
ウ
は
暗
く
均
質
な
含
水
鉱

物
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
し
か
し
ミ
リ

〜
セ
ン
チ
程
度
の
岩
塊
を
識

別
で
き
る
解
像
度
で
の
観
測

で
は
、
非
常
に
明
る
い
物
質

が
少
な
く
と
も
21
個
見
つ
か

っ
た
。

　
中
で
も
大
き
い
岩
塊
（
数

十
㌢
以
上
）
に
つ
い
て
Ｏ
Ｎ

Ｃ
と
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
３
の
デ
ー
タ

を
合
わ
せ
て
解
析
し
た
結

果
、
６
つ
は
波
長
１
㍃
㍍
あ

た
り
に
吸
収
帯
を
も
つ
鉱

物
、
つ
ま
り
無
水
の
珪
酸
塩

鉱
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

リ
ュ
ウ
グ
ウ
表
面
に
み
ら
れ

る
他
の
物
質
と
は
異
な
っ
て

い
た
。
無
水
鉱
物
の
中
で
も

特
に
普
通
コ
ン
ド
ラ
イ
ト
と

呼
ば
れ
る
隕
石
に
近
い
特
徴

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
普
通
コ
ン
ド
ラ
イ
ト
は
地

球
上
で
発
見
さ
れ
る
隕
石
の

大
部
分
を
占
め
る
グ
ル
ー
プ

で
、
水
や
有
機
物
を
あ
ま
り

含
ま
な
い
。
一
方
、
炭
素
質

コ
ン
ド
ラ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る

■
　情
報
通
信
教
育
な
ど
協
力

館
山
市
と
も
連
携
協
定

リュウグウ誕生過程見えた
■　表面に外来の岩塊　ＪＡＸＡ・本学発表

グ
ル
ー
プ
は
水
や
有
機
物
を

多
く
含
む
特
徴
が
あ
る
。
こ

れ
ら
が
混
合
し
た
隕
石
は
ほ

と
ん
ど
発
見
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
普
通
コ
ン
ド
ラ
イ
ト

的
な
Ｓ
型
小
惑
星
と
、
炭
素

質
コ
ン
ド
ラ
イ
ト
的
な
Ｃ
型

小
惑
星
は
独
立
に
進
化
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
「
Ｃ
型
」
の
リ
ュ
ウ
グ
ウ

で
「
Ｓ
型
」
岩
塊
が
複
数
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
型

小
惑
星
と
リ
ュ
ウ
グ
ウ
母
天

体
が
衝
突
し
、
現
在
の
リ
ュ

ウ
グ
ウ
が
誕
生
し
た
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
。

　
発
見
さ
れ
た
明
る
い
岩
塊

の
残
り
15
個
の
反
射
ス
ペ
ク

ト
ル
（
岩
石
の
色
）
は
、
リ

ュ
ウ
グ
ウ
の
平
均
的
な
値
と

よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

同
じ
母
天
体
の
異
な
る
場
所

か
ら
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
リ
ュ

ウ
グ
ウ
で
採
取
し
た
試
料
が

入
っ
た
カ
プ
セ
ル
を
12
月
６

日
、
地
球
に
届
け
る
予
定
。

試
料
中
に
、
明
る
い
岩
塊
の

カ
ケ
ラ
も
混
じ
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
詳
し
く
調
べ

る
こ
と
で
リ
ュ
ウ
グ
ウ
母
天

体
の
熱
進
化
や
衝
突
天
体
に

つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
情
報

が
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

実
験
動
物
の

　慰
霊
祭
開
く

　
実
験
動
物
の
令
和
２
年

度
慰
霊
祭
が
９
月
25
日
、

津
田
沼
校
舎
５
号
館
で
行

わ
れ
た
。
教
育
研
究
に
貢

献
し
て
く
れ
た
実
験
動
物

を
供
養
す
る
た
め
、
毎
年

開
か
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
佐
波
孝
彦
副
学
長

（
情
報
工
学
科
・
教
授
）、

前
田
修
作
常
務
理
事
を
は

じ
め
教
職
員
・
学
生
約
50

人
が
参
列
。
順
番
に
献
花

し
、
動
物
た
ち
に
感
謝
と

哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
。

　
本
学
は
科
学
技
術
の
発

展
が
こ
れ
ら
動
物
た
ち
の

犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

強
い
倫
理
観
を
持
っ
て
教

育
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

金丸館山市長(右)と協定書を

交わす瀬戸熊理事長

得られた高解像度の画像の1つ。矢印

が明るい岩塊(ＪＡＸＡ発表から)

区
長
の
業
務

軽
減
ア
プ
リ

■
　中
川
助
教
・
学
生
ら
南
房
総
市
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
本
学

に
卒
業
生
や
企
業
団
体
か
ら

多
く
の
寄
付
・
支
援
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
の

は
、
千
葉
工
大
学
生
共
済
会

か
ら
１
億
円
▽
同
Ｐ
Ｐ
Ａ
か

ら
１
億
円
▽
同
窓
会
か
ら
１

億
円
▽
同
窓
会
成
田
支
部
か

ら
20
万
円
▽
企
業
団
体
か
ら

６
０
０
万
円
｜
｜
な
ど
。

教
職
員
も
自
主
募
金

　
こ
う
し
た
寄
付
支
援
に
、

本
学
教
職
員
も
一
丸
と
な
っ

て
協
力
し
て
い
こ
う
、
と
若

手
教
職
員
を
中
心
に
学
生
へ

の
支
援
募
金
を
呼
び
か
け
、

９
月
30
日
時
点
で
教
職
員
２

１
６
人
か
ら
約
６
０
０
万
円

が
集
ま
っ
た
。 寄

付
金
が
多
数

コロナ禍

■

本
学
に
Ｏ
Ｂ
、企
業
か
ら

アプリ開発報告会　市役所側の様子

オンライン画面の学生たち。左端は本学ＯＢ

でトータルオーエーシステムズの福島さん

　
７
月
に
本
学
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
だ
い
す
み
市
の

太
田
洋
市
長

写
真
右

が

10
月
５
日
、
地
元
い
す
み
米

を
持
参
し
来
校
し
た
。

　
い
す
み
市
と
本
学
は
包
括

協
定
を
結
ぶ
前
か
ら
地
域
連

携
事
業
を
展
開
し
、
本
学
が

市
内
の
小
中
学
生
に
消
し
ゴ

ム
や
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
た
。

提
携
後
の
８
月
に
は
市
側
か

ら
学
生
支
援
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
い
す
み
米
１
㌧
が

寄
贈
さ
れ
、
今
回
も
重
ね
て

の
寄
贈
と
な
っ
た
。

■
　い
す
み
市
か
ら
地
元
米
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ま
だ
肌
寒
さ
が
残
る
４
月

７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

た
。
大
学
の
講
義
は
全
て
対

面
式
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切

り
替
わ
り
、
本
来
な
ら
こ
の

時
期
、
初
々
し
い
１
年
生
で

溢
れ
か
え
る
新
習
志
野
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
慣
れ
な
い
オ

ン
デ
マ
ン
ド
講
義
の
準
備
に

奔
走
す
る
教
員
と
職
員
し
か

い
な
い
正
に
異
常
事
態
で
あ

っ
た
。
当
時
は
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
も
多
か
っ
た
が
、
講
義
動

画
の
準
備
に
全
力
で
取
り
組

ん
だ
結
果
、
前
期
終
了
後
の

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
嬉
し

い
知
ら
せ
が
い
く
つ
か
届
い

た
。
そ
の
最
た
る
は
、「
講

義
動
画
を
何
度
も
見
返
せ
る

こ
と
」
が
想
像
以
上
に
学
生

か
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
大
学
の
講
義
は
そ
の
性

質
上
、
抽
象
性
が
高
く
難
解

な
内
容
も
多
い
が
、
動
画
に

よ
る
講
義
で
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
箇
所
を
何
度
も
見
返
す

こ
と
が
で
き
、
授
業
内
容
の

理
解
・
定
着
向
上
に
貢
献
で

き
た
よ
う
だ
。
オ
ン
デ
マ
ン

ド
講
義
の
資
料
作
り
を
頑
張

っ
た
甲
斐
が
あ
り
嬉
し
さ
も

あ
る
一
方
、
授
業
終
了
後
に

質
問
も
来
て
も
ら
っ
て
学
生

と
話
す
時
間
が
好
き
だ
っ
た

筆
者
に
と
っ
て
は
正
直
少
し

物
足
り
な
い
の
が
本
音
で
あ

る
。
来
年
の
春
、
新
入
生
へ

の
対
面
式
講
義
が
再
開
す
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

応
用
化
学
科

　
　
　
　
　
　
原
口
　
亮
介

　
厳
し
い
暑
さ
も
落
ち
着

き
、
マ
ス
ク
生
活
が
少
し
快

適
に
な
っ
て
き
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
花
粉
症

に
悩
む
時
期
で
さ
え
、
目
の

痒か
ゆ

み
や
、
鼻
の
ム
ズ
ム
ズ
、

と
ま
ら
な
い
く
し
ゃ
み
に

も
、「
息
苦
し
い
思
い
を
す

る
よ
り
は
マ
シ
…
…
」
と
、

マ
ス
ク
は
し
な
い
派
だ
っ

た
。
今
で
も
、
煩
わ
し
い
気

持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

こ
れ
が
「
普
通
」
の
こ
と
な

の
だ
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か

悔
し
い
。
　
　

　
マ
ス
ク
が
全
く
手
に
入
ら

な
か
っ
た
時
期
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
、
最
近
は
、
色
々

な
形
や
素
材
の
マ
ス
ク
が
手

に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

だ
わ
り
の
生
地
で
作
製
し
、

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
ー

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
。

肌
に
良
い
と
さ
れ
る
「
マ
ス

ク
」
ま
で
登
場
し
て
い
る
。

　
マ
マ
友
か
ら
の
頂
き
物
の

マ
ス
ク
が
、
思
い
の
ほ
か
可

愛
ら
し
く
、
節
約
も
か
ね
て

布
マ
ス
ク
を
取
り
入
れ
て
み

よ
う
か
な
？
　
な
ん
て
考
え

て
い
た
矢
先
、
洗
濯
好
き
の

旦
那
が
、
息
子
や
自
分
の
下

着
、
愛
犬
用
の
タ
オ
ル
な
ど

と
一
緒
に
私
の
布
マ
ス
ク
を

洗
濯
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ

い
て
し
ま
っ
た
。
素
直
に
口

元
に
当
て
て
よ
い
も
の
か
。

こ
れ
は
迷
う
。

入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
例
年
ど

お
り
金き

ん

木も
く

犀せ
い

の
馥ふ

く

郁い
く

た
る
香

り
が
漂
い
、
銀
杏
が
丸
い
実

を
鈴
な
り
に
実
ら
せ
て
い
ま

す
。
例
年
の
今
頃
は
11
月
の

大
学
祭
に
向
け
た
準
備
で
何

と
な
く
心
浮
か
れ
る
時
期
で

す
が
、
今
年
は
い
つ
も
と
違

い
、
い
く
ぶ
ん
緊
張
感
の
漂

う
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
い
つ
も
と
違

う
」
と
い
う
の
は
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
よ
い
き
っ
か
け

で
も
あ
り
ま
す
。Facebook

で
私
と
同
年
代
（
ア
ラ
カ

ン
）
の
Ｎ
先
生
が
ピ
ア
ノ
を

習
い
始
め
た
こ
と
を
知
り
、

私
も
中
学
生
の
頃
に
小
遣
い

を
貯
め
て
手
に
入
れ
た
フ
ォ

ー
ク
ギ
タ
ー
を
引
っ
張
り
出

し
て
、
も
う
一
度
練
習
を
始

め
て
み
ま
し
た
。

　
も
う
40
年
ほ
ど
使
っ
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意

外
な
こ
と
に
ち
ゃ
ん
と
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
で
き
た
の
で
、
弦

を
新
た
に
１
セ
ッ
ト
購
入
し

て
張
り
替
え
。
最
近
は
曲
に

合
わ
せ
て
コ
ー
ド
を
表
示
し

て
く
れ
る
ス
マ
ホ
の
無
料
ア

プ
リ
も
あ
っ
て
、
家
で
の
練

習
に
便
利
で
す
。with 

コ

ロ
ナ
の
新
し
い
日
常
。
不
便

な
こ
と
や
我
慢
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
は
チ

ャ
ン
ス
！
　
変
化
に
は
し
な

や
か
に
対
応
し
て
、
新
し
い

楽
し
み
を
み
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

監
査
室

　
　
　
　
　
　
小
出
　
範
雄

10月24、25日（土・日）総合型（創造）選抜入学試験、11月３日（火）文化の日(火曜日授業)

髙た

か

橋は

し

伊い

久く

磨ま

（
先
端
材
料
工
学
科
　
准
教

授
）

　
学
生
た
ち
は
素
直
で
明
る

く
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
は
親

切
な
方
が
多
い
印
象
で
す
。

今
後
は
研
究
活
動
を
通
し
、

学
生
の
成
長
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
テ
ニ
ス
、
旅
行
。

磯い

そ

野の

綾あ

や

（
都
市
環
境
工
学
科
　
助

教
）

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
興
味

の
あ
る
こ
と
を
大
学
で
深
堀

り
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
も
授
業
や
研
究
で

一
緒
に
そ
の
興
味
を
掘
っ
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　
趣
味
は
散
歩
、
旅
行
。

新
任
紹
介

（敬称略）

　
南
房
総
市
大
井
の
「
み
ね

お
か
い
き
い
き
館
」
で
８
月

８
日
、「
み
ね
お
か
夏
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

Ｗ
Ｓ)

」
が

開
か
れ
た
。
同
市
で
産
学
協

働
地
域
活
力
創
造
事
業
を
進

め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
の
加
藤
和
彦
研

究
室
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

学
科
の
中
川
泰
宏
研
究
室
が

協
力
し
た
。

　
竹
害
対
策
と
竹
資
源
の
活

用
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、

竹
で
お
も
ち
ゃ
や
楽
器
を
つ

く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
現
地
の
加
藤
教
授
、
中

川
助
教
と
と
も
に
、
加
藤
研

の
大
利
太
海
さ
ん(

４
年)

が
リ
モ
ー
ト
で
加
わ
っ
た
。

　
近
隣
地
区
の
親
子
16
人
が

参
加
。
竹
ぽ
っ
く
り
や
竹
灯

り
、
水
鉄
砲
、
ス
リ
ッ
ト
ド

ラ
ム
か
ら
つ
く
り
た
い
も
の

を
選
び
、
ス

タ
ッ
フ
の
指

導
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
を
製
作
し
た
。

　
一
方
、
リ
モ
ー
ト
参
加
の

大
利
さ
ん
は
、
机
上
に
画
面

で
オ
ン
ラ
イ
ン
雑
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
参
加
者
親
子
と

交
流
を
楽
し
む
新
し
い
取
り

組
み
を
行
な
っ
た
。
特
に
幼

稚
園
児
の
受
け
が
よ
く
、
会

話
や
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

み
ね
お
か
夏
の
Ｗ
Ｓ
開
く

■　

加
藤
研
・
中
川
研
が
南
房
総
市
で

　
千
葉
市
未
来
の
科
学
者
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
「
ロ

ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
未
来
社
会

＆
ロ
ボ
研
究
室
ツ
ア
ー
」
が

10
月
３
日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
中
高
生

24
人
と
保
護
者
た
ち
が
参
加

し
、
千
葉
工
大
の
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
見
て
回
っ
た
。

　
科
学
に
高
い
関
心
を
持
つ

中
高
生
に
対
し
、
千
葉
市
教

育
委
員
会
が
そ
の
能
力
を
伸

ば
す
た
め
に
質
の
高
い
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
の

が
目
的
。
令
和
２
年
度
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
前
期
は
中
止
と
な
っ
て

い
た
。

　
今
回
、
３
密
を
避
け
て
募

集
人
員
を
見
直
し
、
９
月
以

降
、
個
別
講
座
と
し
て
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
学

で
開
催
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

今
年
度
初
。
先
川
原
正
浩
・

未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
室
長
が
「
ロ
ボ
ッ
ト

と
暮
ら
す
未
来
社
会
」
と
題

し
て
講
演
し
、
生
徒
た
ち
は

未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の

研
究
室
を
見
て
回
っ
た
。

　
先
川
原
室
長
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
動
作
に
失
敗
し
た
様
子

や
オ
モ
シ
ロ
動
画
を
多
数
披

露
し
、
生
徒
た
ち
を
喜
こ
ば

せ
た
。
本
学
の
災
害
対
応
ロ

ボ
ッ
ト
が
被
災
し
た
現
地
で

活
躍
し
て
い
る
様
子
や
、
未

来
社
会
へ
最
新
の
ロ
ボ
ッ
ト

事
情
を
紹
介
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
失
敗
を
克

服
し
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
素
晴
ら
し
い
ロ
ボ
ッ
ト

が
作
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
」「
近
い
未
来
が
楽

し
み
に
な
っ
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。

　
未
ロ
ボ
研
究
室
ツ
ア
ー
は

３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
出
発
。
王

志
東
教
授
や
菊
池

耕
生
教
授
、
米
田

完
教
授
ら
の
研
究

室
生
た
ち
が
協
力

し
て
案
内
役
と
な

っ
た
。
研
究
室
ご

と
に
各
種
ロ
ボ
ッ

ト
が
並
び
、
生
徒

ら
は
次
々
に
登
場

す
る
学
生
た
ち
の

研
究
に
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

　
実
際
に
操
縦
で

き
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
大
掛
か

り
な
実
験
装
置
も
見
て
回
っ

た
。
生
徒
た
ち
は
「
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
ロ
ボ
ッ
ト
が
す
ご

い
！
　
し
っ
か
り
『
情
熱
大

陸
』
が
弾
け
て
い
た
」「
蝶

ロ
ボ
ッ
ト
の
重
さ
１
㌘
に
驚

い
た
」「
人
を
認
識
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
が
楽
し
か
っ
た
」

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
反
応
。

「
今
年
は
現
場
で
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、
研
究
室
の
雰
囲
気
を

見
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
の
声

も
。

　
保
護
者
か
ら
は
「
我
が
子

が
数
年
後
、
千
葉
工
大
の
学

生
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
何
か

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
」「
大
学
自

体
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

科
学
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム　
本
学
で

■　

中
高
生
に
ロ
ボ
講
演
・
ツ
ア
ー

研
究
室
ツ
ア
ー
の
様
子

リモートで大利さんと交流する子どもたち

重さわずか１㌘――蝶ロボットを手に、説明を聞く中高生たち
講演会でバイク型知能ロボ「CanguRo」を
説明する先川原室長(壇上左端)


